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Ｇマークの東経大

図書館

5号館

東京経済大学　キャンパス計画　図書館・5号館が2014年度グッドデザイン賞を受賞しました。
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。皆様には
日頃から本学へのご協力に感謝を申し上げます。
　昨年は大学にとって記念の年となりました。太
平洋戦争の戦禍により、赤坂葵町から現在地に移
ったため、100年以上前の創立時を偲ぶものがな
く、学生に伝統を目で伝えることができませんで
した。
　10月18日には晴天にも恵まれ、卒業生、関係
者多数のご臨席のもと、「大倉喜八郎 進一層館」

（史料展示コーナー、葵友会・父母の会の談話室
等の多目的ホール）竣工式と「大倉翁の銅像」除
幕式・贈呈式を無事終了することができました。
これは、「現図書館改修計画協賛募金」に卒業生、
教職員、葵友会、父母の会、関係会社等、各方面
から多額のご寄付をいただき、成し遂げることが
できました。また、卒業生有志の方々の熱意によ
る大倉翁の銅像を贈呈いただき、大学としては建
学の理念を具現する、またとないもので感謝を申
し上げるとともに大切に顕彰してまいります。
　私立大学は、創立者の建学の理念を大切に校風
を作り上げています。これを機会に、大学と法人
ともに原点に返って学生達に大倉翁の ｢進一層・
責任と信用｣ の考えを伝えたいと思います。
　国分寺キャンパスの武蔵野の緑と風の回廊をイ
メージした第一期整備計画は実質的に終了し、ま
た３月末には、武蔵村山キャンパスについても整
備計画が完了する予定で順調に進んでおります。
教育施設・スポーツ施設が飛躍的に充実します。
　今後とも、法人としては学生達が豊かなキャン
パス生活を送れるように環境整備に力を入れてい
きます。
　本年も皆様のご協力を宜しくお願いいたします。

　皆様、あけましておめでとうございます。
　４月に学長に就任して以来、無我夢中でやって
きました。今年は、2014年に撒いた種を大きく育
て、大学の未来につながっていくように、教職員
共々ベストを尽くしていきたいと考えております。
　2012年４月に５号館、14年４月に新図書館が
オープンしました。10月には、「大倉喜八郎　進
一層館」が完成し、大倉喜八郎の銅像が建立され
ました。ガラス張りの明るい教室棟と図書館を得
たことによって、キャンパスの雰囲気も一新され
たのではないでしょうか。さらに、５号館と新図
書館は、日本デザイン振興会が主催する2014年
度の「グッドデザイン賞」を受賞しております。
これも、卒業生の皆様方の多大なご支援のおかげ
と感謝しております。
　このようなハード（施設）面での充実を受けて、
次の課題は、言うまでもなくソフト面での充実、
つまりは教学改革ということになります。教学改
革にどのように取り組んでいくのかにつきまして
は、2014年９月発行の『東京経済大学報』（第47
巻第１号）に「教学改革への取り組み」を掲載い
たしました。ご覧になっていただければ幸いです。
４月に大学のホームページ上で「学長ブログ　進
一層だより」をスタートさせました。わたしの目
線で、参加した行事や出来事に関するコメントを
載せております。卒業生の方から「読んでいます」
と、声をかけられることがあるのですが、素直に
うれしい気持ちになります。わたしなりの「東京
経済大学案内」でもありますので、大学の近況を
身近なものとして感じ取っていただく媒体になれ
ばと思っております。
　本年も、皆様方のご理解とご協力を、よろしく
お願い申し上げます。

理
事
長
・
学
長
　
新
年
の
あ
い
さ
つ

学校法人 東京経済大学　理事長 岩本 繁 東京経済大学　学長 堺 憲一

115年目の新春 新しい年の幕開け
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大
倉
喜
八
郎
翁
銅
像

除
幕
式

わ
れ
、
建
物
正
面
に
は
、
台
座
と
立
像
あ
わ

せ
て
約
４
メ
ー
ト
ル
の
大
倉
喜
八
郎
像
が
お

目
見
え
し
ま
し
た
。
銅
像
の
原
型
作
成
は
田

渕
吉
信
氏
、
題
字
の
揮
毫
は
村
山
臥
龍
氏
で

す
。
銅
像
の
製
作
過
程
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
大
倉
喜
八
郎
銅
像
製
作
記
録
」
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
（
本
学
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
東
経

大
の
概
要
か
ら
、
大
倉
喜
八
郎
、
大
倉
喜
八

郎
銅
像
製
作
記
録
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
下

さ
い
）。
新
装
さ
れ
た
「
進
一
層
館
」
ホ
ー

ル
で
は
、
村
上
勝
彦
名
誉
教
授
に
よ
る
「
大

倉
喜
八
郎
の
人
生
観
と
進
一
層
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
名

の
参
加
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

「
進
一
層
館
」
は
東
京
経
済
大
学
の
前
身
、

大
倉
商
業
学
校
の
創
立
者
で
あ
る
大
倉
喜
八

郎
と
、
東
京
経
済
大
学
の
建
学
の
精
神
を
冠

し
た
建
物
で
す
。式
典
で
堺
憲
一
学
長
は「
今

日
と
い
う
日
は
、
本
学
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
記
念
の
日
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
大
倉
喜
八
郎
像
が
本
学
の
宝
物
と
な
っ
て
、

長
き
に
わ
た
っ
て
学
生
た
ち
を
見
守
る
こ
と

に
な
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、
約
３
２
０
名
収
容
で
き
る
多

目
的
ホ
ー
ル
や
史
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
校
友

セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス

事
務
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
学
生
・
卒
業

生
・
教
職
員
な
ど
の
大
学
関
係
者
に
、
多
く

の
場
面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
京
経
済
大
学
は
、
こ
と
し
３
月
に
役
目

を
終
え
た
旧
図
書
館
を
改
修
し
、「
大
倉
喜

八
郎　

進し
ん

一い
っ

層そ
う

館
（Forw

ard H
all

）」
と

し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
10

月
18
日
㈯
に
竣
工
式
を
と
り
行
い
ま
し
た
。

旧
図
書
館
の
改
修
に
あ
た
っ
て
は
卒
業
生
や

法
人
の
皆
様
よ
り
協
賛
を
受
け
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
日
は
、
大
倉
喜
八
郎
銅
像
の
除
幕
も
行

左から瀧本良吉銅像建設準備委員会委員長、加治章前葵友会会長、後藤鍈四郎葵友会会長、岩本繁理事長、堺憲一学長、
松沢和治父母の会副会長
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旧
図
書
館
を
改
修
し
完
成
し
た
「
大
倉
喜

八
郎　

進
一
層
館
（Forw

ard H
all

）」
の

１
階
に
は
、
約
３
２
０
人
を
収
容
で
き
る
多

目
的
ホ
ー
ル
と
東
京
経
済
大
学
や
大
倉
喜
八

郎
に
ま
つ
わ
る
史
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
下
１
階
に
は
、
校
友
セ
ン
タ
ー
の
事
務

室
や
卒
業
生
ら
の
懇
談
ス
ペ
ー
ス
、
そ
れ
に

50
人
ほ
ど
の
懇
親
会
が
可
能
な
会
議
室
、
地

下
２
階
に
は
資
格
取
得
支
援
を
行
う
Ｃ
Ｓ
Ｃ

（
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
）
の
事
務

室
と
専
用
の
教
室
が
設
置
さ
れ
、
学
生
と
卒

業
生
が
と
も
に
大
倉
喜
八
郎
を
顕
彰
で
き
る

設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
建
築
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
も
呼
ば
れ
、

30
以
上
の
図
書
館
の
設
計
に
関
わ
っ
た
鬼き

頭と
う 

これが
大倉喜八郎 

進一層館

の全貌だ！
1F

史料展示コーナーでは校史及び大倉喜八郎の功績が紹介される（12～14ページ参照）

交流スペースとホール

史料展示コーナー

For wa rd  Ha l l
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梓あ
ず
さ氏
が
設
計
し
た
東
京
経
済
大
学
旧
図
書
館

は
１
９
６
８
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
館
内
に

は
１
本
も
柱
が
な
い
の
が
特
徴
で
、
大
学
図

書
館
と
し
て
は
、
初
め
て
の
日
本
建
築
学
会

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
建
設
当
時
、
画
期
的

な
図
書
館
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
は
、
旧
図
書
館
の
開
放
的
な

空
間
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

11
月
29
日
㈯
に
は
「
大
倉
喜
八
郎　

進
一

層
館
」
ホ
ー
ル
、
初
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
大
倉
学
芸
振
興
会
主
催
の
芸
術
公
演

「
バ
ロ
ン
が
愛
し
た
縦
笛
│
和
と
洋
が
溶
け

合
う
音
│
オ
ー
ク
ラ
ウ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ク
ラ
ウ
ロ
は
喜

八
郎
の
息
子
・
喜
七
郎
が
日
本
の
尺
八
と
西

洋
の
モ
ダ
ン
・
フ
ル
ー
ト
を
融
合
さ
せ
、
新

し
く
考
案
し
た
楽
器
で
す
。
当
日
は
コ
ン
サ

ー
ト
に
先
立
ち
、「
怪
物
商
人
大
倉
喜
八
郎

伝
」
の
著
者
で
あ
る
江
上
剛
氏
の
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

B1F

B2F

地下1階踊り場

校友センターラウンジ

CSCラウンジ

左から松
まつ

下
した

尚
なお

暉
き

さん（アルト・オークラウロ）、小
こみなと

湊昭
あき

尚
ひさ

さん
（オークラウロ）、愛

あい

川
かわ

聡
さとし

さん（ギター）
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初
め
て
近
代
世
界
の

一
端
に
ふ
れ
る

　

近
代
産
業
導
入
に
果
た
し
た
大
倉
喜
八
郎

（
以
下
、
喜
八
郎
と
略
）
の
役
割
は
大
き
い
。

彼
み
ず
か
ら
が
進
一
層
と
名
づ
け
た
、
今
日
の

言
葉
で
い
え
ば
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
の
賜
物
で
あ

り
、
旺
盛
な
企
業
家
精
神
で
厖
大
な
数
の
企
業

を
設
立
し
、
多
く
の
近
代
産
業
の
導
入
に
関
わ

っ
た
。
喜
八
郎
の
起
業
の
足
跡
を
日
本
経
済
発

展
史
に
関
わ
ら
せ
て
見
て
み
た
い
。

　

近
代
産
業
の
ほ
と
ん
ど
は
開
港
と
明
治
維
新

を
機
に
欧
米
か
ら
導
入
さ
れ
始
め
た
。
し
た
が

っ
て
近
代
欧
米
を
知
る
こ
と
が
起
点
と
な
る
。

青
年
喜
八
郎
に
と
っ
て
の
最
大
の
転
機
は
、
乾

物
・
魚
屋
か
ら
銃
砲
商
へ
の
商
売
替
え
、
長
期

欧
米
視
察
行
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
銃
砲
の
商あ
き
ない

は
外
国
貿
易
で
あ
る
こ
と
、
横
浜
居
留
地
の
外

商
と
接
触
し
、
外
国
事
情
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
て
商
品
を
仕
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
売
り
込

み
先
は
幕
府
や
諸
藩
で
、
直
接
の
交
渉
相
手
は

そ
れ
ら
の
銃
砲
師
範
で
あ
る
。
欧
米
先
進
技
術

と
外
国
語
を
学
ぶ
洋
学
は
、
と
り
わ
け
砲
術
と

医
術
の
分
野
で
先
行
し
た
の
で
、
砲
術
師
範
は

当
時
に
あ
っ
て
最
も
開
明
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。

銃
砲
商
と
な
っ
た
喜
八
郎
は
外
商
と
砲
術
師
範

を
通
じ
て
初
め
て
近
代
世
界
の
一
端
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
端
的
な
例
を
あ
げ
よ
う
。
進
学
校
で
有

名
な
開
成
学
園
の
創
立
協
力
者
の
一
人
と
し
て

喜
八
郎
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
な

ぜ
か
。
同
校
創
立
者
の
佐
野
鼎か
な
えは

加
賀
藩
の
銃

砲
師
範
で
あ
り
、
幕
府
派
遣
の
遣
外
使
節
団
に

二
度
も
加
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
新
聞
種
に
な

る
ほ
ど
各
所
を
熱
心
に
見
聞
し
、
と
く
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
聾ろ
う

唖あ

学
校
で
感
銘
を
う
け
、
後
の

学
校
創
立
を
思
い
た
っ
た
。「
社
中
」
と
い
う

名
の
創
立
協
力
者
に
は
、
喜
八
郎
の
ほ
か
加
賀

藩
主
の
前
田
慶よ
し

寧や
す

、
西
村
勝
三
な
ど
も
い
る
。

西
村
は
著
名
な
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
明め
い

六ろ
く

社
同

人
と
な
っ
た
西
村
茂
樹
の
弟
で
、
若
く
し
て
佐

久
間
象し
ょ
う

山ざ
ん

に
西
洋
砲
術
を
学
び
、
喜
八
郎
よ

り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
銃
砲
商
い
を
し
て
い

た
。
維
新
後
は
喜
八
郎
と
甲
乙
つ
け
が
た
い
ベ

ン
チ
ャ
ー
精
神
を
発
揮
し
、
洋
靴
・
皮
革
・
耐

火
レ
ン
ガ
な
ど
の
新
産
業
を
次
々
に
開
拓
し
た
。

佐
野
と
喜
八
郎
・
西
村
は
銃
砲
師
範
と
銃
砲
商

の
関
係
で
あ
る
。

　

そ
の
社
中
の
一
員
で
は
な
い
が
、
陶
磁
器
の

輸
出
・
製
造
の
先
駆
者
、
ノ
リ
タ
ケ
の
元
祖
、

森
村
学
園
の
創
立
者
で
あ
る
森
村
市
左
衛
門
も

か
つ
て
は
喜
八
郎
と
親
し
い
銃
砲
商
で
あ
っ
た
。

砲
術
師
範
で
は
、
一
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
八
重
の
桜
」
の
八
重
の
兄
、
山
本
覚か
く

馬ま

は

会
津
藩
の
砲
術
師
範
で
あ
り
、
維
新
後
に
新
島

襄じ
ょ
うと
と
も
に
同
志
社
を
創
立
し
た
。
明
治
政
府

の
最
も
開
明
的
な
指
導
者
で
早
稲
田
大
学
の
創

立
者
、
大
隈
重
信
の
父
も
佐
賀
藩
の
砲
術
師
範

で
あ
る
。

毛
織
物
か
ら

近
代
産
業
に
着
目

　

扱
う
輸
入
品
は
銃
砲
に
限
る
必
要
は
な
い
。

喜
八
郎
は
銃
砲
の
次
に
、
当
時
羅ら

紗し
ゃ

と
呼
ば
れ

た
毛
織
物
に
着
目
し
た
。
毛
織
物
は
広
く
需
要

さ
れ
た
た
め
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
を
準
備
す
る

市
場
基
盤
と
な
っ
た
が
、
日
本
に
羊
が
い
な
か

っ
た
よ
う
に
日
本
に
は
な
く
、
輸
入
に
よ
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
喜
八
郎
は
綿
布
よ
り
も
格

段
に
暖
か
く
雨
水
を
通
し
に
く
い
毛
織
物
の
潜

在
的
需
要
に
着
目
し
た
。
わ
ず
か
数
年
に
す
ぎ

な
い
銃
砲
商
時
代
の
末
期
に
、
毛
織
物
販
売
店

さ
ら
に
洋
服
縫
製
店
を
開
き
、
テ
ー
ラ
ー
と
な

っ
た
。
喜
八
郎
が
渋
沢
栄
一
ら
と
と
も
に
東
京

商
法
会
議
所
設
立
を
申
請
し
た
と
き
の
肩
書
き

は
西
洋
織
物
商
で
あ
る
。
毛
織
物
納
入
先
の
明

治
政
府
の
役
人
か
ら
そ
の
製
造
法
を
問
わ
れ
返

答
に
窮
し
た
こ
と
も
あ
り
、
毛
織
物
製
造
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
っ
た
。

　

青
年
喜
八
郎
の
第
二
の
転
機
は
欧
米
視
察
行

で
あ
る
。
初
め
て
近
代
世
界
の
一
端
に
ふ
れ
た

喜
八
郎
は
、
持
ち
前
の
進
一
層
精
神
を
発
揮
し

て
欧
米
産
業
社
会
を
見
聞
し
新
た
な
活
路
を
求

め
る
た
め
、
民
間
人
初
の
長
期
欧
米
視
察
に
出

た
。
一
年
二
カ
月
の
外
遊
中
、
世
界
経
済
の
中

村
上
勝
彦

大
倉
喜
八
郎
の

進
一
層
と
企
業
家
精
神

近
代
産
業
導
入
に

果
た
し
た
役
割

東
京
経
済
大
学
名
誉
教
授

東
京
経
済
大
学
元
学
長
・
前
理
事
長
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心
地
、
ロ
ン
ド
ン
に
集
中
的
に
滞
在
し
た
が
、

具
体
的
な
目
的
の
一
つ
は
毛
織
物
工
場
の
視
察

と
安
価
な
そ
の
製
造
機
械
の
購
入
で
あ
っ
た
。

パ
リ
に
赴
い
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
滞
在
中
の
岩

倉
使
節
団
の
副
使
、
大
久
保
利
通
と
木
戸
孝た
か

允よ
し

に
ホ
テ
ル
に
呼
び
出
さ
れ
、「
お
前
は
何
用
で

来
た
の
か
」
と
問
わ
れ
、
毛
織
物
業
導
入
の
た

め
と
答
え
た
。
だ
が
大
久
保
か
ら
、「
そ
の
新

産
業
は
ま
ず
は
政
府
に
任
せ
て
く
れ
、
軌
道
に

乗
っ
た
ら
払
い
下
げ
る
」
と
い
わ
れ
、
し
ぶ
し

ぶ
承
諾
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

直じ
き

貿
易
に
よ
る

商
権
の
自
立
を

　

帰
国
直
後
の
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
貿

易
・
土
木
建
築
・
用よ
う

達た
し

を
主
業
務
と
す
る
大
倉

組
商
会
（
以
下
、
大
倉
組
と
略
）
を
設
立
し
た
。

後
の
大
倉
財
閥
の
基も
と

で
あ
る
。
当
時
の
貿
易
と

は
、
横
浜
な
ど
の
居
留
地
で
外
商
に
日
本
産
品

を
売
り
、
彼
ら
か
ら
舶
来
品
を
買
う
こ
と
で
、

外
国
と
の
直
接
の
や
り
取
り
は
行
わ
れ
な
い
。

喜
八
郎
は
欧
米
視
察
を
通
じ
て
、
こ
の
方
式
は

外
商
に
有
利
、
日
本
商
人
に
極
め
て
不
利
だ
と

知
っ
た
。
会
社
の
基
礎
は
ま
だ
不
充
分
だ
っ
た

が
、
早
く
も
大
倉
組
設
立
の
翌
年
に
ロ
ン
ド
ン

に
小
支
店
を
設
け
、
直
貿
易
と
呼
ば
れ
る
外
国

と
の
直
接
交
易
を
開
始
し
た
。
日
本
企
業
で
初

め
て
の
海
外
支
店
と
い
う
栄
誉
を
に
な
う
が
、

自
社
だ
け
の
利
益
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
明
治
日

本
の
大
き
な
課
題
は
幕
末
不
平
等
条
約
の
改
正

で
あ
っ
た
が
、
直
貿
易
拡
大
に
よ
っ
て
、
自
国

商
人
が
実
際
に
交
易
を
に
な
う
「
商
権
」
の
自

立
も
経
済
自
立
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

商
権
自
立
は
条
約
改
正
と
ほ
ぼ
同
じ
明
治
末
期

に
達
成
さ
れ
、
そ
の
先
駆
け
を
大
倉
組
ロ
ン
ド

ン
支
店
が
に
な
っ
た
。

　

同
支
店
は
た
と
え
ば
創
設
時
の
東
京
府
瓦が

斯す

局
で
用
い
る
機
械
・
管
類
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
、

喜
八
郎
が
断
念
さ
せ
ら
れ
た
毛
織
の
官
営
千
住

製せ
い

絨じ
ゅ
う

所
で
用
い
る
原
料
羊
毛
を
オ
ー
ス
ト
リ

ア
か
ら
、
毛
織
物
・
金
属
や
紡
績
機
な
ど
各
種

機
械
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
日
本
に
送
り
、
日
本
か

ら
は
生
糸
・
茶
な
ど
を
取
り
寄
せ
、
近
代
産
業

導
入
と
外
貨
獲
得
に
寄
与
し
た
。
現
在
の
東
京

ガ
ス
（
瓦
斯
）
会
社
は
東
京
府
瓦
斯
局
を
継
承

し
た
も
の
で
、
喜
八
郎
は
渋
沢
ら
と
と
も
に
同

社
を
設
立
し
た
。

　

他
方
ア
ジ
ア
で
は
、
大
倉
組
は
ロ
ン
ド
ン
支

店
設
置
の
二
年
後
に
日
本
企
業
初
と
な
る
朝
鮮

支
店
を
釜ぷ

山さ
ん

に
設
け
、
中
国
で
は
三
井
物
産
会

社
に
数
年
後
れ
て
上
海
に
、
さ
ら
に
天
津
に
支

店
を
設
け
て
近
隣
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
を
展
開
し

た
。
朝
鮮
・
中
国
だ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
に

は
紅
茶
用
木
箱
を
製
造
・
輸
出
し
、
そ
の
た
め

伊
豆
天あ
ま

城ぎ

の
御
料
林
の
払
い
下
げ
を
う
け
て
製

材
業
に
着
手
し
た
。
こ
の
経
験
は
後
に
大
井
川

上
流
の
井い

川か
わ

山
林
の
取
得
、
製
材
さ
ら
に
は
製

紙
業
へ
と
発
展
す
る
基
と
な
り
、
現
在
の
特
種

東
海
製
紙
会
社
と
な
っ
て
い
る
。
早
々
と
ト
ル

コ
・
ペ
ル
シ
ャ
へ
も
社
員
を
派
遣
し
、
日
本
物

産
の
試
売
を
行
う
な
ど
積
極
的
だ
っ
た
。

　

喜
八
郎
と
大
倉
組
は
一
八
八
〇
年
代
に
日
本

茶
輸
出
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ロ

シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
へ
の
紅
茶
輸
出

も
あ
る
が
、
主
力
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
緑
茶
輸
出

で
あ
る
。
当
時
の
日
本
貿
易
に
と
っ
て
の
大
問

題
は
、
茶
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
産
品
の
粗
製

乱
造
、
取
り
扱
う
商
人
の
詐さ

欺ぎ

的
商
法
が
広
く

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
途
上
国

か
ら
の
輸
出
品
に
時
に
は
見
ら
れ
る
問
題
で
あ

る
。
喜
八
郎
は
指
導
力
を
買
わ
れ
て
茶
業
中
央

組
合
の
幹
事
長
に
選
ば
れ
、
偽
茶
・
粗
悪
茶
の

取
り
締
ま
り
に
努
力
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
ア

メ
リ
カ
議
会
に
不
正
茶
輸
入
禁
止
令
が
上
程
さ

れ
、
日
本
茶
輸
出
が
困
難
に
直
面
し
た
。
法
令

を
撤
回
さ
せ
、
日
本
茶
の
信
用
回
復
と
販
路
拡

大
の
た
め
、
組
合
は
喜
八
郎
を
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
し
た
。
喜
八
郎
の
二
度
目
の
欧
米
視
察
行
と

な
る
。

近
代
的
商
法
と

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　

再
度
の
視
察
行
で
欧
米
の
近
代
的
な
商
法
と

諸
制
度
を
よ
り
広
く
深
く
認
識
し
た
喜
八
郎
は
、

帰
国
直
後
に
自
分
の
意
見
を
広
く
伝
え
る
べ
く

『
貿
易
意
見
書
』
を
公
に
し
て
い
る
。
日
本
の

目
指
す
文
明
開
化
、
欧
米
の
強
さ
の
基
は
富
国

に
あ
る
こ
と
、
生
産
と
輸
出
を
盛
大
に
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、
わ
が
国
の
商
人
は
海
外
事
情

に
疎う
と

く
、
国
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、
そ
の

社
会
的
地
位
は
低
く
、
な
か
に
は
そ
れ
に
甘
ん

じ
て
詐
欺
破は

廉れ
ん

恥ち

を
い
と
わ
な
い
者
さ
え
い
る
。

そ
の
た
め
欧
風
の
仕
組
み
に
よ
る
商
法
改
良
が

緊
急
の
課
題
だ
と
し
た
。
そ
の
先
に
近
代
的
商

法
を
に
な
う
人
材
の
育
成
、
商
業
教
育
を
展
望

す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
喜
八
郎
は
ま
ず
貿
易

協
会
を
設
立
し
貿
易
振
興
を
図
っ
た
。

　

こ
の
欧
米
視
察
の
数
年
前
、
喜
八
郎
は
渋
沢

ら
と
と
も
に
商
工
金
融
業
者
の
協
力
と
社
会
的

地
位
向
上
の
た
め
、
喜
八
郎
の
築
地
の
居
宅
で

準
備
会
合
を
行
い
つ
つ
、
日
本
初
の
経
済
人
組

織
で
あ
る
東
京
商
法
会
議
所
を
設
立
し
て
い
る
。

喜
八
郎
は
同
会
議
所
の
外
国
貿
易
事
務
委
員
と

な
り
、
後
に
副
会
頭
、
全
国
商
業
会
議
所
連
合

会
の
会
頭
と
な
り
、
財
界
世
話
役
の
活
動
も
増

え
て
い
っ
た
。
喜
八
郎
は
日
本
近
代
経
済
の
父

と
も
称
さ
れ
た
渋
沢
と
公
私
と
も
に
親
し
い
。

両
人
の
故
郷
を
出
る
動
機
の
一
つ
が
と
も
に
武

士
の
横
暴
さ
を
経
験
し
た
こ
と
で
あ
り
、
喜
八

郎
が
維
新
後
も
「
武
断
政
治
の
余
弊
い
ま
だ
去

ら
ず
」
と
述
懐
し
た
よ
う
に
、
士
農
工
商
制
度

は
官
尊
民
卑
と
形
を
変
え
、
相
変
わ
ら
ず
商
売

は
賤
し
め
ら
れ
、
商
人
ら
「
民
」
の
社
会
的
地

位
は
低
か
っ
た
。
両
人
は「
官
尊
民
卑
の
打
破
」

を
唱
え
、
商
人
の
地
位
向
上
の
た
め
に
経
済･

社
会
活
動
で
奮
闘
し
た
盟
友
で
あ
っ
た
。

　

近
代
産
業
の
発
展
に
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
欠

か
せ
な
い
。
大
倉
組
の
土
木
建
築
業
の
役
割
は
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こ
の
点
で
大
き
い
。
陸
上
輸
送
の
要か

な
めと
な
る
鉄

道
で
は
、
日
本
初
の
鉄
道
で
あ
る
新
橋
・
横
浜

間
で
新
橋
駅
舎
建
設
の
一
部
を
受
け
負
っ
た
の

を
皮
切
り
に
、
東
海
道
線
を
は
じ
め
主
要
な
鉄

道
建
設
に
従
事
し
、
自
ら
も
幾
つ
か
の
私
鉄
会

社
設
立
に
参
加
し
、
大
規
模
な
九
州
鉄
道
会
社

で
は
第
二
位
の
大
株
主
に
一
時
期
な
っ
て
い
る
。

海
運
で
は
独
占
主
義
の
三
菱
に
対
抗
し
て
共
同

運
輸
会
社
の
設
立
に
参
加
し
、
後
に
は
東
洋
汽

船
会
社
の
経
営
に
深
く
関
わ
っ
た
。
輸
送
な
ど

を
支
え
る
た
め
、
東
京
湾
築
港
、
利
根
川
・
信

濃
川
な
ど
の
改
修
、
各
所
の
道
路
・
橋
な
ど
の

建
設
に
従
事
し
、
重
要
な
各
種
工
場
・
軍
工こ
う

廠し
ょ
う・
学
校
・
病
院
や
鹿ろ

く

鳴め
い

館か
ん

・
帝
国
ホ
テ
ル
・

歌
舞
伎
座
な
ど
の
名
だ
た
る
建
物
を
造
っ
た
。

大
倉
の
土
木
建
築
部
門
は
同
業
界
に
あ
っ
て
企

業
組
織
が
最
も
近
代
的
で
、
後
に
日
本
初
の
地

下
鉄
、
浅
草
・
上
野
間
を
竣
工
さ
せ
た
よ
う
な

最
高
の
技
術
陣
を
擁
し
、
現
在
の
大
成
建
設
会

社
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
も
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。
先
述
の
東
京
瓦
斯
会
社
設
立
の
二
年
前
、

喜
八
郎
は
現
在
の
東
京
電
力
会
社
の
基
と
な
る

東
京
電
燈
会
社
設
立
の
中
心
的
役
割
を
に
な
っ

た
。
設
立
事
務
所
は
大
倉
組
本
社
に
置
か
れ
、

そ
の
二
階
か
ら
電
線
を
引
い
て
銀
座
街
頭
で
日

本
初
の
電
燈
を
と
も
し
、
会
社
設
立
に
む
け
た

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
毎
夜
大

勢
の
見
物
人
が
つ
め
か
け
、
文
明
開
化
を
象
徴

す
る
錦
絵
と
し
て
そ
の
風
景
が
描
か
れ
、
そ
こ

に
は
太
陽
・
月
に
次
い
で
明
る
い
と
書
か
れ
て

い
る
。
そ
の
二
十
数
年
後
、
現
在
の
関
西
電
力

会
社
の
一
つ
の
基
と
な
る
宇
治
川
電
力
会
社
を

関
西
で
設
立
し
た
。
電
力
は
電
燈
用
か
ら
動
力

源
と
し
て
の
比
重
を
高
め
、
近
代
産
業
発
展
の

基
盤
と
な
っ
た
。
大
倉
組
は
そ
の
電
気
機
械
を

輸
入
し
、
発
電
所
・
ダ
ム
の
建
設
で
大
き
な
役

割
を
に
な
っ
た
が
、
象
徴
的
な
出
来
事
と
し
て
、

大
倉
組
と
三
井
物
産
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
周
波

数
の
発
電
機
を
輸
入
し
た
た
め
、
現
在
も
日
本

の
東
西
で
周
波
数
が
異
な
る
と
い
う
厄
介
な
問

題
も
あ
る
。

意
欲
的
な
起
業
活
動

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
商
業
・
商
人
の
意
味

は
、
当
時
に
あ
っ
て
商
品
売
買
・
流
通
業
だ
け

で
な
く
、
鉱
工
業
さ
ら
に
は
金
融
業
な
ど
も
含

む
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
産
業
の
確
立
を

も
た
ら
す
産
業
革
命
は
、
日
本
で
は
一
八
八
〇

年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
、
明
治
中
期
か
ら
末

期
に
か
け
て
遂
行
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
鉱
工
業

部
門
は
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
繊
維
な
ど
の

軽
工
業
か
ら
金
属
・
機
械
な
ど
の
重
工
業
へ
と

発
展
し
、
同
時
に
石
炭
な
ど
の
鉱
業
も
そ
れ
を

支
え
た
。
も
ち
ろ
ん
先
述
の
貿
易
・
商
業
・
土

木
建
築
・
運
輸
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
金
融
業
な
ど

の
役
割
も
大
き
い
。

　

喜
八
郎
が
最
初
に
着
目
し
た
毛
織
物
業
は
国

営
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
よ
り
小

さ
な
規
模
だ
が
民
間
紡
糸
・
毛
織
物
企
業
の
設

立
・
経
営
に
関
わ
り
、
彼
の
死
去
す
る
前
年
に

は
合
同
毛
織
会
社
へ
と
統
合
さ
れ
た
。
麻
織
物

業
で
も
企
業
設
立
に
参
画
し
、
統
合
さ
れ
て
帝

国
製
麻
会
社
、
現
在
の
帝
国
繊
維
会
社
に
発
展

し
た
。
産
業
革
命
の
華は
な

と
さ
れ
る
綿
紡
績
業
で

は
、
最
も
近
代
的
な
工
場
設
備
・
技
術
を
擁
し

た
大
阪
紡
績
会
社
の
設
立
発
起
人
の
一
人
と
な

っ
て
い
る
。
後
の
大
正
期
に
は
、
喜
八
郎
の
郷

里
近
辺
で
作
ら
れ
る
繭
を
買
い
取
り
、
地
元
の

雇
用
機
会
を
生
み
出
す
た
め
、
新
潟
県
新し

発ば

田た

に
株
式
会
社
大
倉
製
糸
工
場
を
設
立
し
た
。
こ

の
よ
う
に
毛
・
麻
・
綿
・
絹
の
近
代
繊
維
産
業

の
導
入
に
す
べ
て
関
わ
っ
て
い
た
。

　

繊
維
の
ほ
か
に
軽
工
業
に
は
食
料
品
・
材
木
・

紙
・
皮
革
・
靴
な
ど
の
製
造
業
も
あ
る
。
近
代

産
業
の
推
進
者
が
国
か
ら
民
間
へ
と
移
る
転
機

は
、
産
業
革
命
の
開
始
期
に
行
わ
れ
た
国
営
工

場
・
鉱
山
の
払
い
下
げ
で
あ
っ
た
が
、
喜
八
郎

は
こ
の
と
き
な
ぜ
か
新
産
業
の
ビ
ー
ル
工
場
を

希
望
し
た
。
三
井
・
三
菱
・
住
友
な
ど
は
こ
れ

ま
で
経
験
あ
る
鉱
山
な
ど
を
願
い
出
て
、
そ
の

豊
か
な
利
益
源
を
後
の
財
閥
形
成
の
基
盤
と
し

た
の
に
比
し
、
喜
八
郎
の
行
動
は
か
な
り
特
異

で
あ
る
。
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、

喜
八
郎
の
旺
盛
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
を
表
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
案
の
定じ
ょ
う、

一
年
目
は
赤
字
決
算
と
な
り
、
大
倉
単
独
か
ら

渋
沢
・
浅
野
総
一
郎
と
の
共
同
経
営
に
移
り
、

現
在
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
会
社
に
発
展
し
た
。

も
ち
ろ
ん
鉱
山
業
で
も
、
国
内
で
は
後
に
入い
り

山や
ま

採
炭
会
社
の
常じ

ょ
う

磐ば
ん

炭
鉱
、
大
倉
鉱
業
会
社
の

北
海
道
・
山
口
・
福
岡
に
あ
る
茂も

尻じ
り

・
大
浜
・

西さ
い

戸と

崎ざ
き

の
諸
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
る
。

　

食
料
油
の
需
要
増
大
を
う
け
て
日
本
最
大
の

近
代
製
油
工
場
を
備
え
た
日
清
豆
粕
製
造
会
社

を
設
立
し
、
そ
れ
が
現
在
の
日
清
オ
イ
リ
オ
会

社
と
な
っ
て
い
る
。
製
材
で
は
先
述
の
大
井
川

上
流
で
の
活
動
よ
り
前
に
、
大
倉
組
社
員
で
秘

書
だ
っ
た
井
坂
直な
お

幹も
と

を
助
け
、
東
洋
一
と
な
る

秋
田
木
材
会
社
の
設
立
に
参
加
し
た
。
軍
靴
需

要
か
ら
始
ま
っ
た
洋
靴
と
そ
の
原
料
皮
革
を
作

る
仕
事
へ
の
社
会
的
差
別
観
は
極
め
て
強
か
っ

た
が
、
喜
八
郎
は
職
業
に
貴
賤
は
な
い
と
断
言

し
、
早
く
か
ら
製
革
・
製
靴
業
に
関
わ
り
、
先

述
の
西
村
勝
三
と
協
力
し
て
現
在
の
株
式
会
社

ニ
ッ
ピ
、
リ
ー
ガ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
と

発
展
さ
せ
た
。
西
村
の
工
場
開
業
日
が
現
在
、

靴
の
記
念
日
と
な
っ
て
い
る
。

　

重
工
業
で
は
「
産
業
の
米
」
と
い
わ
れ
た
鉄

鋼
業
が
重
要
で
、
喜
八
郎
は
次
に
述
べ
る
よ
う

に
中
国
東
北
部
の
満
洲
で
大
規
模
な
製
鉄
所
を

設
立
し
て
お
り
、
国
内
で
は
大
島
製
鋼
所
な
ど

を
共
同
設
立
し
た
。
機
械
産
業
で
は
、
と
く
に

鉄
道
建
設
と
の
関
わ
り
で
機
関
車
・
車
両
を
作

る
汽
車
製
造
会
社
の
出
資
社
員
と
な
り
、
ま
た

現
在
ま
で
続
く
日
本
車
両
製
造
会
社
、
月
島
機

械
会
社
の
経
営
に
大
き
く
関
わ
り
、
大
正
期
に

は
新
技
術
で
あ
る
無
線
事
業
に
取
り
組
ん
で
現

在
の
日
本
無
線
会
社
に
発
展
さ
せ
た
。
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と
こ
ろ
で
金
融
業
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
金

利
差
で
稼
ぐ
よ
う
な
商
売
は
自
分
に
は
向
か
な

い
と
し
て
銀
行
を
い
っ
さ
い
作
ら
な
か
っ
た
が
、

貿
易
・
商
業
な
ど
に
随
伴
す
る
損
保
事
業
に
は

関
わ
り
、
後
に
大
倉
火
災
海
上
保
険
会
社
を
設

立
し
、
現
在
の
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保

会
社
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

海
外
事
業
の

積
極
的
展
開

　

い
ち
早
く
海
外
に
目
を
む
け
、
つ
ね
に
世
界

経
済
の
趨
勢
に
注
意
し
て
い
た
喜
八
郎
は
、
進

一
層
精
神
を
発
揮
し
て
海
外
事
業
も
積
極
的
に

展
開
し
た
。
大
倉
組
は
ア
ジ
ア
各
地
で
支
店
を

拠
点
に
貿
易
を
拡
大
し
、
鉄
道
や
日
本
公
使
館

な
ど
の
建
物
を
建
設
し
て
い
っ
た
。
民
間
資
本

の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
産
業
革
命
の
終
わ
り
ご
ろ

に
は
日
本
企
業
の
海
外
投
資
が
始
ま
っ
た
が
、

対
中
国
で
先
陣
を
切
っ
た
の
は
大
倉
組
で
あ
る
。

日
本
初
の
対
中
国
投
資
は
、
ア
ジ
ア
最
初
の
製

鉄
所
、
漢
陽
鉄て
つ

廠し
ょ
う局

に
対
し
て
大
倉
組
が
一
九

〇
三
年
に
行
っ
た
借し
ゃ
っ

款か
ん

供
与
で
あ
る
。
三
井

物
産
や
日
本
政
府
筋
に
先
立
っ
て
い
る
。
翌
年

に
満
洲
で
の
炭
鉱
経
営
に
着
手
し
、
中
国
政
府

と
の
交
渉
を
へ
た
八
年
後
に
民
間
初
の
日
中
合

弁
会
社
、
本
渓
湖
煤ば
い

鉄て
つ

公こ
ん

司す

を
設
立
し
た
。
そ

の
製
品
は
鉄
鋼
不
足
の
日
本
に
輸
出
さ
れ
近
代

産
業
の
基
盤
を
強
め
た
。
同
公
司
は
現
在
も
本

渓
鋼
鉄
公
司
と
し
て
中
国
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

同
時
に
対
中
国
投
資
機
関
で
あ
る
東
亜
興
業

会
社
を
三
井
な
ど
と
と
も
に
設
立
し
、
中
国
の

鉄
道
・
有
線
電
信
・
電
燈
・
水
力
電
気
・
製
糖
・

不
動
産
な
ど
の
諸
部
門
に
資
金
を
供
給
し
た
。

大
倉
単
独
の
投
資
も
多
く
、
綿
紡
績
・
製
材
・

製
紙
・
製
革
・
製
油
・
馬
車
鉄
道
・
電
車
・
農

場
・
不
動
産
な
ど
様
々
な
分
野
に
及
ん
で
い
る
。

対
中
国
投
資
額
で
は
大
倉
と
三
井
が
三
菱
・
住

友
・
安
田
な
ど
に
比
し
て
頭ず

抜ぬ

け
て
多
い
が
、

大
倉
の
特
徴
は
現
地
で
の
事
業
展
開
を
意
味
す

る
直
接
投
資
の
比
重
が
他
企
業
に
比
し
て
極
め

て
高
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

近
代
日
本
の
実
業
家
の
な
か
で
喜
八
郎
ほ
ど

中
国
を
度
々
訪
れ
、
幅
広
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
い
た
人
物
は
他
に
い
な
い
。
政
治
家
・

実
業
家
だ
け
で
な
く
学
者
・
芸
術
家
に
ま
で
及

び
、
政
治
家
は
相
互
に
対
立
・
戦
争
し
て
い
る

諸
党
派
に
わ
た
っ
て
い
る
。
喜
八
郎
は
喜
寿
を

祝
う
書
を
孫
文
・
袁え
ん

世せ
い

凱が
い

な
ど
か
ら
貰
っ
て
い

る
が
、
孫
文
の
場
合
は
明
ら
か
に
辛し
ん

亥が
い

革
命
に

際
し
臨
時
革
命
政
府
に
三
〇
〇
万
円
の
資
金
融

資
を
し
た
返
礼
で
あ
っ
た
。
そ
の
革
命
準
備
の

組
織
、
中
国
同
盟
会
が
喜
八
郎
の
赤
坂
本
邸
内

で
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
三
〇
数
年
前
に
初
め
て

明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。
米
寿
の
と
き

は
、
満
洲
の
張ち
ょ
う

作さ
く

霖り
ん

、
北
京
の
徐
世
昌
・
段だ

ん

祺き

瑞ず
い

、
国
民
党
の
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

・
張ち

ょ
う

継け
い

・
廖

り
ょ
う

仲ち
ゅ
う

愷が
い

ら
八
四
名
が
祝
い
の
書
の
発
起
人
に
な

り
、
実
業
家
の
張ち
ょ
う

謇け
ん

、
学
者
の
梁り

ょ
う

啓け
い

超ち
ょ
うな

ど
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
そ
の
四
年
後
の
喜
八

郎
の
葬
儀
に
際
し
て
は
、
張
学
良
、
西
北
地
域

の
実
力
者
で
あ
る
馮ふ
う

玉ぎ
ょ
く

祥し
ょ
う、
国
民
党
の
蒋
介

石
ら
も
新
た
に
加
わ
っ
て
九
一
本
の
弔
旗
が
中

国
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
。
喜
八
郎
は
京
劇
の
華は
な

と
う
た
わ
れ
た
梅め

い

蘭ら
ん

芳ふ
ぁ
んの
舞
い
を
北
京
で
見
て

感
激
し
、
得
意
の
狂
歌
を
詠よ

ん
で
贈
り
、
帝
国

劇
場
会
長
と
し
て
梅
を
日
本
に
二
度
招
い
た
。

そ
の
公
演
に
は
与
謝
野
晶
子
・
芥
川
龍
之
介
・

谷
崎
潤
一
郎
ら
が
つ
め
か
け
て
い
る
。

ア
ジ
ア
へ
の
関
心
、

教
育
へ
の
情
熱

　

喜
八
郎
は
二
度
目
の
欧
米
視
察
に
出
る
数
年

前
、
興こ
う

亜あ

会
の
結
成
に
参
加
し
て
い
る
。
欧
米

に
対
抗
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
団
結
と
提
携
を
図

り
、
ア
ジ
ア
の
振
興
ひ
い
て
は
欧
米
と
の
対
等

化
を
目
指
す
と
し
た
初
期
ア
ジ
ア
主
義
的
な
性

格
の
会
で
、
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
を
主
と
し
、

ペ
ル
シ
ャ
・
ト
ル
コ
の
人
士
も
参
加
し
て
い
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ

ま
り
人
と
物
と
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、
言
語
の

相
互
教
育
、
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
交
易
、
さ
ら
に

は
共
同
経
営
を
目
指
す
と
し
た
。
当
時
に
あ
っ

て
は
珍
し
く
、
会
の
役
員
は
総
て
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
る
な
か
で
、
喜
八
郎
は
議
員
と
い
う

役
職
に
就
い
て
い
る
。
二
度
目
の
欧
米
視
察
で
、

近
代
的
商
法
を
見
習
い
、
日
本
に
早
急
に
導
入

す
べ
き
と
の
認
識
を
強
め
た
一
方
、
欧
米
諸
国

は
ア
ジ
ア
市
場
を
制
覇
す
べ
く
激
し
く
競
争
し
、

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
植
民
地
化
が
急
激
に
進
行
し

て
い
る
厳
し
い
現
実
を
も
認
識
し
た
。
こ
の
よ

う
な
ア
ジ
ア
主
義
的
な
発
想
が
喜
八
郎
の
ア
ジ

ア
事
業
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

近
代
的
商
法
の
た
め
に
は
近
代
的
商
業
教
育

が
不
可
欠
だ
と
考
え
た
。
す
で
に
最
初
の
欧
米

視
察
か
ら
帰
国
し
た
二
年
後
、
現
在
の
一
橋
大

学
の
前
身
、
日
本
初
の
商
業
教
育
機
関
で
あ
る

商
法
講
習
所
の
創
立
に
際
し
、
喜
八
郎
は
渋
沢

と
と
も
に
東
京
会
議
所
を
代
表
し
て
東
京
府
資

金
を
提
供
す
る
契
約
を
創
立
者
の
森
有あ
り

礼の
り

と
締

結
し
て
い
る
。
明
治
政
府
は
商
業
教
育
を
当
事

者
が
行
う
べ
き
も
の
と
し
て
な
お
ざ
り
に
し
た

の
で
、
商
法
講
習
所
の
そ
の
後
の
維
持
・
運
営

に
苦
労
す
る
渋
沢
を
喜
八
郎
は
大
い
に
助
け
た
。

　

二
度
目
の
欧
州
視
察
時
に
は
条
約
改
正
と
内

地
雑
居
は
尚
早
で
あ
る
と
し
た
喜
八
郎
だ
が
、

そ
の
十
数
年
後
に
は
意
見
を
変
え
た
。
す
で
に

欧
風
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
、
産
業
革
命
の
進

行
で
日
本
経
済
が
力
を
つ
け
つ
つ
あ
る
現
実
を

背
景
に
、
内
地
雑
居
に
よ
っ
て
外
資
導
入
、
さ

ら
に
は
欧
米
資
本
と
の
共
同
経
営
を
も
提
唱
す

る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
な
お
日
本
商
人
の
力

は
弱
い
の
で
、
国
内
進
出
す
る
外
国
商
人
と
互

角
に
勝
負
し
、
さ
ら
に
海
外
に
出
て
十
分
に
活

動
で
き
る
人
材
養
成
機
関
を
早
急
に
作
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
し
、
巨
額
の
私
財
を
投
じ
て
東
京

経
済
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
倉
商
業
学
校
、
さ

ら
に
大
阪
大
倉
商
業
学
校
、
韓
国
ソ
ウ
ル
に
善

隣
商
業
学
校
を
創
立
し
た
の
で
あ
る
。︻
完
︼
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２
０
１
４
年
11
月
17
日
に
、
7
～
9
月
期
の

国
内
総
生
産
の
実
質
成
長
率
が
年
率
換
算

で
１
・
６
％
減
と
な
り
、
２
四
半
期
続
け
て
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
な
っ
た
と
発
表
さ
れ
、
大
き
な
衝
撃

を
生
ん
だ
。
翌
日
の
18
日
の
記
者
会
見
で
、
安
倍

首
相
は
２
０
１
５
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消

費
税
の
税
率
10
％
へ
の
再
引
き
上
げ
を
1
年
半
先

送
り
し
、
衆
議
院
の
解
散
に
踏
み
切
る
こ
と
を
表

明
し
た
。

　

記
者
会
見
の
席
で
安
倍
首
相
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
消
費
、
企
業
収
益
、
名
目
賃

金
、
有
効
求
人
倍
率
を
増
加
さ
せ
、
失
業
率
、
倒

産
件
数
を
減
少
さ
せ
て
き
た
が
、
消
費
税
増
税
の

影
響
で
負
の
影
響
が
出
た
。
つ
い
て
は
消
費
税
法

付
則
18
条
に
従
っ
て
、
消
費
税
の
10
％
へ
の
再
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
延
期
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
国
民
の
信
を
問
い
た
い
。

　

こ
の
増
税
延
期
に
対
す
る
新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
の

典
型
的
反
応
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
私
た
ち
朝
日
新
聞
論
説
委
員
室
も
、
首
相
に
負

け
な
い
く
ら
い
悩
ん
だ
。
個
人
消
費
の
低
調
さ
は

気
が
か
り
だ
。
で
も
、
社
会
保
障
を
安
定
さ
せ
、

財
政
再
建
を
少
し
で
も
進
め
る
に
は
増
税
が
必
要

だ
。
所
得
の
少
な
い
人
へ
の
対
策
を
手
厚
く
し
つ

つ
、
予
定
通
り
に
増
税
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。」

（「
社
説
余
滴　

税
の
『
重
い
決
断
』
と
は
」『
朝

日
新
聞
』
11
月
25
日
）

「
国
の
予
算
の
歳
出
を
減
ら
す
努
力
が
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
な
か
、
増
税
も
先
送
り
す
る
。
財
政

健
全
化
の
取
り
組
み
が
足
踏
み

す
る
の
は
残
念
だ
。
日
本
経
済

に
と
っ
て
の
最
大
の
課
題
は
、

持
続
的
な
経
済
成
長
と
財
政
再

建
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
だ
。
険

し
い
道
だ
が
、
こ
の
2
つ
を
同

時
に
追
求
せ
ず
、
日
本
経
済
の

再
生
は
あ
り
え
な
い
。」（「
社

説　

成
長
・
財
政
両
立
の
新
た

な
道
筋
を
示
め
せ
」『
日
本
経
済
新
聞
』11
月
20
日
）

　

経
済
学
者
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
賛
成
し
て
き
た
ク
ル
ー

グ
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
本
が
デ
フ
レ
状
態
か
ら
完
全
に
脱
却
し
て
い

な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
そ
の
状
態
か
ら
脱
す
る

に
は
『
脱
出
速
度
』
に
達
し
な
い
と
い
け
な
い
。

今
優
先
す
べ
き
こ
と
は
、
脱
デ
フ
レ
の
た
め
に
な

ん
で
も
や
る
こ
と
で
あ
る
が
、
消
費
税
増
税
以
外

の
政
策
は
そ
の
点
で
正
し
い
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
追
加

緩
和
で
ア
ク
セ
ル
を
ま
た
踏
ん
だ
が
、
消
費
税
増

税
第
2
弾
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
の
推
進
力
は
相
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。」（
ポ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
「
日

本
経
済
は
、
世
界
の
良
き
モ
デ
ル
に
な
る
」『
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
』
12
月
号
）

　

そ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
経
済
学
者
や
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
、「
予
定
ど
お
り
２
０
１

５
年
10
月
に
再
び
10
％
へ
と
消
費
税
率
を
引
き
上

げ
れ
ば
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
完
全
に
瓦
解
す
る
可
能
性
が
高
い
」

と
し
て
「
増
税
を
延
期
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
再

機
動
せ
よ
」
と
主
張
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
擁
護
派

の
片
岡
剛
士
氏
な
ど
少
数
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
除

け
ば
、
大
方
の
経
済
学
者
は
増
税
の
先
送
り
に
対

し
て
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

日
本
の
代
表
的
マ
ク
ロ
経
済
学
者
で
あ
る
吉
川
洋

氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
来
年
10
月
に
予
定
し
て
い
た
再
増
税
を
先
延
ば

し
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
景
気
は
大
事
だ
が
、

消
費
増
税
は
社
会
保
障
の
安
定
と
い
う
長
期
的
な

課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
、
短
期

的
な
景
気
と
は
別
に
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
。
米
格

付
け
会
社
は
日
本
国
債
の
格
付
け
を
下
げ
た
。
そ

れ
に
右
往
左
往
す
る
必
要
は
な
い
が
、
延
期
し
た

こ
と
で
財
政
再
建
の
道
が
遠
の
い
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。」（『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
１
４
年

12
月
3
日
）

　

日
本
の
代
表
的
な
新
古
典
派
財
政
学
者
で
あ
る

井
堀
利
宏
氏
も
ほ
ぼ
同
様
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

「
増
税
を
先
送
り
す
れ
ば
、
当
面
の
景
気
対
策
に

は
有
効
か
も
し
れ
な
い
が
、
財
政
健
全
化
に
は
マ

イ
ナ
ス
で
あ
る
。
…
…
わ
が
国
の
よ
う
に
、
好
況

期
で
も
高
い
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
望
め
な
い
場
合
は
、

む
し
ろ
、
景
気
動
向
と
は
独
立
し
て
、
着
実
に
財

政
再
建
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。」（『
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
』
２
０
１
４
年
12
月
2
日
号
）

　

た
し
か
に
、
２
０
１
４
年
度
末
の
国
と
地
方
の

長
期
債
務
残
高
は
1
千
兆
円（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
2
倍
）

を
超
え
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
に
よ
る
債
務
残
高
の

岡本英男 経済学部長　
経済学部教授消費増税延期　と日本財政
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ど
ん
ど
ん
低
下
し
、
２
０
１
２
年
度
は
44
・
2
兆

円
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
税
収
の
低

下
傾
向
の
も
と
で
、
高
齢
化
に
と
も
な
う
社
会
保

障
費
の
増
大
と
不
況
対
策
の
た
め
の
度
重
な
る
減

税
と
公
共
事
業
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
経
費
の
増

大
が
あ
れ
ば
、
毎
年
赤
字
が
拡
大
し
（
２
０
０
２

年
～
２
０
０
７
年
を
例
外
と
し
て
）、
国
債
残
高

が
う
な
ぎ
上
り
に
上
昇
す
る
の
は
何
ら
不
思
議
で

は
な
い
。

　

他
方
で
、
社
会
保
障
費
や
公
共
事
業
な
ど
の
経

費
増
大
と
減
税
に
よ
る
毎
年
の
赤
字
拡
大
が
、
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
不
況
を
比
較
的
軽
微
な
も
の
に
と

ど
め
た
と
い
う
事
実
も
決
し
て
見
逃
す
べ
き
で
は

な
い
。
１
９
８
０
年
代
後
半
の
日
本
の
バ
ブ
ル
は

１
９
２
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
バ
ブ
ル
よ
り
も
は

る
か
に
大
き
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
バ
ブ
ル
破

た
ん
後
に
経
験
し
た
不
況
は
大
恐
慌
に
発
展
し
、

前
例
に
な
い
深
刻
な
恐
慌
が
生
じ
た
の
に
対
し
て
、

日
本
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
の
不
況
下
に
お

い
て
も
1
％
近
い
実
質
成
長
率
を
維
持
し
た
の
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
当
初
、
需
要
拡
大
に
役
立

つ
よ
う
な
財
政
政
策
は
ま
っ
た
く
と
ら
れ
な
か
っ

た
の
に
対
し
て
（
た
と
え
ば
、
１
９
３
２
年
と
い

う
大
恐
慌
の
ど
ん
底
の
年
に
「
平
時
で
は
史
上
最

大
」
と
い
言
わ
れ
る
大
増
税
を
実
行
し
た
）、
日

本
で
は
財
政
出
動
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
そ
れ
が

需
要
の
増
大
に
役
立
っ
た
。
ま
た
、
預
金
保
険
制

度
や
社
会
保
障
制
度
の
存
在
が
、
需
要
を
支
え
る

機
能
を
果
た
し
た
。

国
際
比
較
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）
を
見
て
も
日
本
の
財

政
状
況
が
最
悪
の
水
準
に
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ

か
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
デ
フ
レ
か
ら
完

全
に
脱
却
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
下
で
、「
景
気

動
向
と
は
独
立
し
て
、
着
実
に
財
政
再
建
を
進
め

る
」
の
が
果
た
し
て
正
し
い
態
度
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。

そ
れ
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
今
日
の

空
前
の
国
債
累
積
と
財
政
赤
字
が
何
に
由

来
す
る
か
を
ま
ず
突
き
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

筆
者
は
、
そ
の
最
大
の
淵
源
は
１
９
９
０
年
代

初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
に
及
ぶ
デ
フ
レ
不

況
に
よ
る
大
幅
な
税
収
減
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

１
９
９
０
年
の
Ｇ
７
の
国
々
の
国
及
び
地
方
の
債

務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
見
て
み
る
と
、
日
本
は

64
・
6
％
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

よ
り
は
大
き
い
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
の
66
・
6
％
、

イ
タ
リ
ア
の
97
・
2
％
、
カ
ナ
ダ
の
75
・
1
％
よ

り
は
小
さ
い
。
そ
れ
が
２
０
０
０
年
に
な
る
と
、

イ
タ
リ
ア
の
１
１
０
・
5
％
よ
り
も
大
き
い
１
２

３
・
4
％
と
な
り
、
以
後
そ
の
債
務
残
高
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
り
、
現
在
で
は
２
０
０
％
を
超
す

債
務
残
高
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率

急
増
の
最
大
の
原
因
は
、
15
年
に
お
よ
ぶ
デ
フ
レ

の
影
響
に
よ
っ
て
名
目
成
長
率
が
き
わ
め
て
低
か

っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
名
目
成

長
率
が
低
い
と
税
収
は
決
し
て
伸
び
る
こ
と
は
な

い
。
実
際
に
、
国
の
一
般
会
計
の
税
収
は
１
９
９

０
年
度
の
60
・
1
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
以
後

こ
の
よ
う
に
財
政
は
日
本
の
社
会
と
経
済
の

崩
壊
を
食
い
止
め
る
う
え
で
大
き
な
貢
献

を
し
た
が
、
そ
の
分
財
政
は
大
き
く
傷
つ
い
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
財
政
の
立
て
直
し
も
き
わ

め
て
長
期
の
計
画
の
も
と
に
経
済
と
社
会
の
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
国
民
の
大
多
数
は
気
が
遠
く
な
る
よ
う

な
国
債
残
高
に
不
安
を
当
然
抱
く
だ
ろ
う
し
、
金

融
利
益
を
代
表
す
る
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
の
よ
う
な
格

付
け
会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
不
安
を
煽
る

よ
う
な
組
織
や
人
は
後
を
絶
た
な
い
だ
ろ
う
。

　

政
治
リ
ー
ダ
ー
は
国
民
の
こ
の
よ
う
な
不
安
を

鎮
め
、
国
民
の
前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伸
び
や

か
に
引
き
出
す
義
務
が
あ
る
が
、
財
政
学
者
も
ま

た
で
き
る
だ
け
広
い
視
野
で
経
済
と
財
政
を
冷
静

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
不
安
を

鎮
め
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
広
い
視
野

で
も
っ
て
現
在
の
状
況
を
把
握
す
る
う
え
で
、
財

政
や
経
済
に
つ
い
て
の
ケ
イ
ン
ズ
の
著
作
や
、
そ

し
て
「
健
全
財
政
は
完
全
雇
用
を
は
じ
め
と
し
た

公
共
目
的
を
達
成
す
る
う
え
で
有
用
で
は
な
い
」

と
す
る
ア
ッ
バ
・
ラ
ー
ナ
ー
の
古
典
的
著
作
を
現

在
の
新
し
い
文
脈
で
読
み
直
す
こ
と
も
有
益
で
あ

る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、

岡
本
英
男
「
福
祉
国
家
と
機
能
的
財
政
│
ラ
ー
ナ

ー
と
レ
イ
の
議
論
の
考
察
を
通
じ
て
│
」『
東
京

経
大
学
会
誌　

経
済
学
』
２
８
３
号
、
２
０
１
４

年
12
月
、
を
参
照
せ
よ
）。

消費増税延期　と日本財政
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一
．
沿
革
史
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

進
一
層
館
は
旧
図
書
館
を
改
装
し
た
も
の

で
あ
り
、
旧
館
の
特
徴
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
特
徴
は
改
装
に
あ
た
っ
て
一
層
際
立
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
当

館
の
周
囲
壁
面
が
大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
で
で
き

て
い
る
点
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
天
井
の
高

さ
が
四
ｍ
余
り
あ
り
柱
は
一
本
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、
一
階
の
フ
ロ
ア
が
単
一
の
大
き
な

空
間
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め

館
内
か
ら
は
、
武
蔵
野
の
自
然
が
広
く
大
き

く
見
渡
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
外
光
が
存
分
に
館
内
に
入
り
、
自

然
光
に
よ
る
明
る
さ
が
大
き
な
館
内
空
間
を

満
た
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

特
徴
は
、
古
い
展
示
物
を
展
示
す
る
こ
と
に

は
適
さ
な
い
。
こ
の
点
は
、
美
術
館
や
博
物

館
、
郷
土
史
料
館
、
他
大
学
の
沿
革
展
示
施

設
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
了
解
さ

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
明
る
く
大
き
な
単
一
の
空
間
の
中
で

沿
革
史
の
展
示
空
間
を
、
何
処
に
、
如
何
に
、

実
現
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
一
階
フ
ロ
ア
の
南
東
部
分
に
、
高
さ

二
・
七
ｍ
の
壁
を
、
東
西
四
ｍ
、
南
北
十
二

ｍ
で
建
て
、
そ
の
壁
の
中
に
展
示
に
相
応
し

い
落
ち
着
い
た
空
間
を
作
り
、
外
光
の
問
題

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
一
階
フ
ロ
ア
空
間
全
体
の
単

一
性
と
明
る
い
開
放
感
を
損
な
わ
ず
に
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
そ
の
一
画
に
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
壁
の
内
部
は
こ
げ
茶
色

で
統
一
、
創
立
以
来
一
一
四
年
が
た
つ
本
学

の
歴
史
の
重
み
を
表
し
、
壁
の
外
側
は
白
を

基
調
と
し
、
北
向
き
の
壁
に
創
立
当
時
の
大

倉
商
業
学
校
の
校
舎
の
写
真
を
は
り
、
出
入

り
口
と
な
る
西
向
き
の
壁
に
は
大
倉
翁
の
立

像
と
建
学
の
理
念
を
象
徴
す
る
狂
歌
直
筆
を

は
め
込
ん
で
あ
る
。

　

正
直
に
い
え
ば
、
壁
に
囲
い
込
ま
れ
た
展

示
空
間
は
、
本
学
の
歴
史
を
展
示
す
る
に
は

窮
屈
過
ぎ
る
が
、
壁
面
内
部
全
体
に
沿
革
関

連
写
真
を
展
開
し
、
要
所
々
々
に
パ
ネ
ル
を

嵌
め
込
み
、
展
示
ケ
ー
ス
を
壁
面
と
一
体
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
狭
隘
さ
の
緩
和
、
壁

の
安
定
化
を
実
現
し
た
。

二
．
展
示
の
構
成

　

展
示
内
部
に
入
る
と
、
正
面
に
ヒ
ス
ト
リ

本学沿革史
展示コーナー
に つ い て

　進一層館の正面入口から中に入ると、左前方、１
階フロアの奥に、本学沿革史コーナー「大倉喜八郎
と東京経済大学のあゆみ」が設置されている。東京
経済大学史料委員会が企画立案したものである。こ
のコーナーは、進一層館竣工日（2014年10月18日）
の前日に完成することになった。1900（明治33）
年の大倉商業学校の創立から今日までの本学の沿
革・変遷を展望した展示施設が、初めて実現したこ
とになる。　　　　　　　　　 （史料室　永山和彦）
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ー
ウ
ォ
ー
ル
が
立
ち
、
内
部
壁
面
を
使
っ
て

六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ナ

ー
毎
に
そ
の
テ
ー
マ
に
対
応
し
た
パ
ネ
ル
、

展
示
ケ
ー
ス
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
本
学
が

収
蔵
し
て
い
る
沿
革
史
資
料
に
は
、
江
戸
時

代
、
明
治
時
代
の
も
の
、
終
戦
後
の
物
資
の

貧
し
い
時
代
の
紙
質
の
悪
い
印
刷
物
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
実
物
を
展
示
し
て
し
ま
う

こ
と
は
資
料
の
劣
化
を
一
層
進
行
さ
せ
て
し

大
倉
商
業
・
大
倉
高
商
時
代

授
業
時
間
を
知
ら
せ
た
鐘



外
側
に
は
ラ
テ
ン
語
で
「
神
に
の
み
栄
光
あ

れ
１
７
３
９
」
と
あ
る
。

　

コ
ー
ナ
ー
１
に
は
、大
倉
編
『
鶴
乃
と
も
』

（
レ
プ
リ
カ
）
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
大
倉

の
喜
寿
を
祝
う
政
・
財
・
文
化
界
、
中
国
名

士
の
和
歌
・
狂
歌
・
漢
詩
・
画
・
書
等
を
載

せ
た
豪
華
本
で
、
狂
歌
史
上
で
装
丁
の
最
も

美
し
い
歌
集
と
さ
れ
て
い
る
。
大
倉
は
十
代

初
め
か
ら
狂
歌
を
江
戸
の
雑
誌
に
投
稿
し
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
後
期
、
大
倉
二
〇

歳
前
後
に
刊
行
さ
れ
た『
扶
桑
名
所
名
物
集
』

（
全
十
九
巻
）
に
は
、
大
倉
の
狂
歌
が
多
数

採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
同
コ
ー
ナ
ー
の
パ

ネ
ル
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

コ
ー
ナ
ー
３
に
は
、
大
倉
米
寿
の
お
祝
い
の

際
に
制
作
さ
れ
た
時
計
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

時
計
本
体
は
ス
イ
ス
製
、
カ
バ
ー
は
日
本
人

職
人
製
で
あ
る
。
裏
面
に
「
米
寿
、
金
婚
、

記
念
、
鶴
彦
（
鶴
は
絵
で
表
現
）、
大
正
一

三
年
十
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
同
年
（
一

九
二
四
年
）
十
月
二
〇
日
～
二
三
日
の
四
日

間
、
帝
国
劇
場
に
て
大
倉
喜
八
郎
の
米
寿
・

金
婚
の
宴
が
盛
大
に
開
か
れ
、
加
藤
高
明
首

相
、
清
浦
圭
吾
、
高
橋
是
清
等
元
首
相
、
内

外
朝
野
の
貴
紳
淑
女
三
千
余
名
が
集
ま
っ
た
。

二
四
日
に
は
大
倉
高
等
商
業
学
校
で
米
寿
記

念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

　

コ
ー
ナ
ー
４
に
は
、
新
制
大
学
設
立
早
々

期
に
使
用
さ
れ
た
ガ
リ
版
印
刷
の
教
科
書
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
輝
雄
教
授
著
『
経

済
学
概
論
』（
レ
プ
リ
カ
）
で
、
三
分
冊
、

二
百
頁
を
こ
え
る
力
作
で
あ
る
。
渡
辺
教
授

は
後
に
学
長
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
既
述

の
時
計
と
ガ
リ
版
印
刷
の
教
科
書
は
、
小
日

向
允
氏
（
昭
和
三
〇
年
卒
）
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

コ
ー
ナ
ー
５
に
は
、五
日
市
憲
法
草
案（
レ

プ
リ
カ
）が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
五
日
市（
現

あ
き
る
野
市
）
の
豪
農
・
深
沢
家
の
土
蔵
か

ら
発
見
さ
れ
た
私
擬
憲
法
で
あ
る
。
全
国
的

な
自
由
民
権
運
動
の
た
か
ま
り
の
中
で
一
八

八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
千
葉
卓
三
郎
（
五

日
市
観
能
学
校
教
師
）
が
中
心
に
な
っ
て
と

り
ま
と
め
た
草
案
で
あ
る
。
色
川
大
吉
（
本

学
教
授
）
ゼ
ミ
が
、一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）

年
に
発
見
し
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
本
学
が
保

管
し
て
い
た
。
あ
き
る
野
市
の
要
望
に
よ
り
、

同
市
に
移
管
、
東
京
都
有
形
重
要
文
化
財
で

あ
る
。

　

紙
面
の
都
合
で
他
の
展
示
品
紹
介
は
省
略

す
る
。
限
ら
れ
た
空
間
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

は
展
示
で
き
な
い
沿
革
史
関
連
資
料
が
整

理
・
未
整
理
を
含
め
て
本
学
に
は
多
数
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
沿
革
史
関
連
資
料

の
収
集
と
整
理
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

そ
し
て
、
近
い
将
来
、
現
コ
ー
ナ
ー
の
模
様

替
え
、
あ
る
い
は
沿
革
史
展
示
室
・
展
示
館

と
い
っ
た
本
学
に
よ
り
相
応
し
い
沿
革
史
施

設
の
飛
躍
的
拡
充
、
発
展
の
実
現
を
展
望
し

た
い
。

本学沿革史展示コーナーについて

ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
展
示
物
の
多
く
は

レ
プ
リ
カ
で
あ
る
。

　

ヒ
ス
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
ル
の
正
面
に
は
大
倉

喜
八
郎
と
三
名
の
発
起
人
（
石
黒
忠
悳
、
渡

辺
洪
基
、
渋
沢
栄
一
）
の
肖
像
写
真
と
解
説

が
あ
り
、
本
学
の
略
年
表
が
掲
示
さ
れ
て
い

る
。
裏
面
に
は
、
歴
代
の
督
長
・
主
事
・
校

長
・
学
長
及
び
理
事
・
理
事
長
の
顔
写
真
と

解
説
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
赤
坂

葵
町
の
大
倉
商
業
学
校
校
地
内
に
響
い
た
授

業
時
間
を
告
げ
る
鐘
の
実
物
が
吊
り
下
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
、
次
の
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

①
大
倉
喜
八
郎
の
人
物
像
、
②
大
倉
の
業

績
、
③
大
倉
商
業
学
校
、
大
倉
高
等
商
業
学

校
の
あ
ゆ
み
、
④
新
制
大
学
と
し
て
出
発
、

⑤
大
学
、
た
ゆ
ま
ぬ
発
展
、
⑥
二
一
世
紀
を

む
か
え
て

　

六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
パ
ネ
ル
二
一
枚
、

パ
ネ
ル
内
に
収
め
た
写
真
三
六
点
、
展
示
ケ

ー
ス
内
の
展
示
品
三
七
点
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
ヒ
ス
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
ル
に
は
大
倉
、
発

起
人
の
写
真
四
点
、
裏
面
に
は
歴
代
校
長
・

学
長
、
理
事
・
理
事
長
の
写
真
三
六
点
、
壁

面
に
拡
大
写
真
二
四
点
が
使
用
さ
れ
、
本
学

一
一
四
年
の
歴
史
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

三
．
展
示
品

　

幾
つ
か
展
示
品
を
紹
介
す
る
。
ヒ
ス
ト
リ

ー
ウ
ォ
ー
ル
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
大
倉

商
業
学
校
時
代
に
授
業
時
間
等
を
知
ら
せ
た

鐘
は
、
一
部
破
損
し
て
い
る
が
今
な
お
立
派

に
鳴
り
響
く
。
大
倉
の
蒐
集
品
の
一
つ
で
、

大
倉
経
済
専
門
学
校
時
代
の
学
生
服
。

右
下
は
大
倉
喜
八
郎
米
寿
の
お
祝
い
の
際
に
制
作
さ
れ
た
懐
中
時
計

本
学
併
設
の
短
期
大
学
部
の
授
業
で
使
用
さ
れ
て

い
た
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
同
型
器
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東経大TOPICS

大倉学芸振興会芸術公演

エベレスト登頂を目指す学生への
支援のお願い

佐野成宏　
テノールリサイタル

経営学部50周年・同大学院
経営学研究科30周年

記念シンポジウム

　本学経営学部１年生の伊藤　伴さ

ん（18歳）が、2015年4月から2ヵ

月かけて、世界最高峰のエベレスト

（8,848メートル）の登頂を目指し

ます。成功すれば日本人最年少のエ

ベレスト登頂記録となります。エベ

レストへは公募登山で挑む予定です

が、費用の個人負担は約800万円で

す。これまで本人がアルバイトや親

族・友人の支援で約300万円を準備

しましたが、費用全額を個人で用意

するのは、困難な状況です。大学と

しても学生の世界的なチャレンジを

支援することとし、その一つとして

広く皆様に資金のご支援をお願いす

ることといたしました。また、個人、

企業等からのご寄付の他、スポン

サー契約のご支援も可能であれば、

ご検討をお願いしたいと存じます。

　この度の支援にご理解を賜り、下

記によりご協力いただきますようお

願い申し上げます。

2014年12月8日

学校法人東京経済大学　理事長

岩本　　繁

東京経済大学　学　長

堺　　憲一

　2014年10月25日㈯、本学卒業生

のテノール歌手佐野成宏氏（'87年

経営学部卒業）によるリサイタルを

開催しました。300名の聴衆が、情

熱的な歌声に聞き入りました。

　本学経営学部は1964年に開設さ

れ今年50周年、同大学院経営学研

究科は1984年に開設され、今年で

30周年を迎えました。 

　本学はこれを記念して、2014年11

月8日㈯「大倉喜八郎　進一層館」

ホールで「少子高齢化時代への企業

イノベーション─明日への経営戦略・

マーケティング戦略を探る─」をテー

マにシンポジウムを開催しました。

　パネリストをスーパー、食品卸売

業、日用品製造・販売の大手3社か

ら招き、現在の課題と今後の経営戦

略、マーケティング戦略について語

りあいました。

エベレスト登山支援寄付の詳細は
本学ホームページ「お知らせ」をご覧ください。
募集期間：2014年12月8日～2015年3月16日
免税措置が受けられますので、着金後、領収書、免税関係の書類をご送付
いたします。
寄付金の扱い：寄付金につきましては、全額、伊藤　伴さんに渡します。
なお、寄付金総額が今回の必要経費を上回った場合、資金不足等で今回の
公募登山に参加できなかった場合、また、天候や体調の理由で登頂できな
かった場合、いずれも寄付金のご返金はいたしません。

最難関国家試験
合格速報

【公認会計士試験（平成26年度）】

在学生6名が公認会計士試験に合格！
経営学部4年生2名、経営学部3年生3名、

経済学部3年生1名

合格者のうち5名は、会計プロフェッショナル生

　【税理士試験（平成26年度）】

在学生12名が科目合格を果たし、
科目数ではのべ15科目に合格。

経済学部5名、経営学部7名、

合格者全員が会計プロフェッショナル生
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